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平成 26 年 12 月期決算の前年同期実績との差異のお知らせ 
 

平成26年12月期（平成26年１月１日～平成26年12月31日）における連結業績及び個別業

績は、対前年比で増減しているため、下記の通りお知らせ致します。 
 

記 
 

１．連結業績 
 
１）平成26年12月期決算（連結）と前年同期実績（連結）との差異 

           (単位：百万円) 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 
今回発表業績（A） 
（平成26年12月期） 474 △550 △440 △327 △2.91円 

前年同期実績（B） 
（平成25年12月期） 183 △785 △781 △730 △7.16円 

増減額（A）－（B） 291 234 340 402 － 
増減率（％） 158.6％ － － － － 

 

２）差異が生じた理由 
当社グループは、平成26年12月期連結会計年度（平成26年１月１日～平成26年12月31日）

において、売上高を474百万円計上し、対前年比で158.6％の増加となりました。これは当

社の連結子会社である北京コンチネント薬業有限公司が、当連結会計年度より販売を開始

した特発性肺線維症治療薬・アイスーリュイ（中国語：艾思瑞）の売上計上に起因してお

ります。当連結会計年度（平成26年２月末の発売開始より12月末までの実質10ヶ月間）に

おけるアイスーリュイの売上高は254百万円であります。これらの結果、当連結会計年度の

営業利益、経常利益、当期純利益は上記の通りとなりました。 
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２．個別業績 
 
１）平成26年12月期決算（個別）と前年同期実績（個別）との差異 

(単位：百万円) 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 
今回発表業績（A） 
（平成 26 年 12 月期） 

21 △338 △253 △255 △2.27円 

前年同期実績（B） 
（平成 25 年 12 月期） 

32 △194 △195 △242 △2.37円 

増減額（A）－（B） △11 △143 △57 △13 － 
増減率（％） △34.4％ － － － － 
 
２）差異が生じた理由 
 
当社は、平成26年12月期事業年度（平成26年１月１日～平成26年12月31日）において、

売上高を21百万円計上し、対前年比で34.4％の減少となりました。これは、試薬の販売が

減少したことに起因しております。また、事務所移転（平成26年９月４日に提出したIR資

料をご参照下さい。）等により販売費及び一般管理費が対前年比で142百万円増加し348百万

円となったため、営業損失、経常損失、当期純損失は上記の通りとなりました。 
 

以上 
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